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第 3 章 頭首工設計の標準的な手順 

関連条項［基準 5、運用 5］ 

3.1 頭首工の標準的な設計手順 

基準 5 及び運用 5 では、頭首工の設計手順に関する基本事項を規定している。標準的な設計手順

の概念図を例示すると、次のようになる。 

実際の設計作業においては、ここで示すそれぞれの過程の内部においても、細かなフィードバッ

クが繰り返されることになる。

 

 

 

 

 

 

図-3.1-1 頭首工設計の手順 

 （計 画） 

・計画取水量

・位置の概定

・計画取水位

現地条件の把握（調査） 

・河川の状況調査

・治水、利水に関する調査

  設計取水量 ・地形調査

・地質調査

・自然環境に関する調査

・工事施工条件に関する調査

・管理に関する調査

 （位 置 の 決 定） （設 計 条 件） 

・河川の状況（ミオ筋） 河川整備基本方針 構造令 

・受益地の位置 等の河川計画 

・構造上の安定

 設計洪水量   設計洪水位   河川の形状 

 設計取水位 浸透路長 

 将来の安定河床 

（構 成 と 配 置） 

・取入口

・取水堰の形式

・附帯施設

・管理施設

（設 計 諸 元） 

・堰頂標高

・可動堰可動部の敷高 水理模型実験 

・可動堰可動部の径間長 及び水理シミュレーション 

・浸透路長の確保

No   上流への 

影響の検討 

安全である。 

Yes
 （細 部 設 計） 

 水 理 設 計 

 構 造 設 計 

注) 計画取水量は、頭首工の計画段階で決定した取水量を意味し、設計取

水量は計画取水量について更に検討し実際の設計値として用いる取水

量を意味する。 

  以下、同じ考え方で計画○○○、設計○○○のような使い分けをして

いる。 
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3.2 環境との調和に配慮した設計に関する基本的な考え方 

農業農村整備事業の実施に当たっては、環境への負荷や影響の回避・低減により、生物多様性や

景観に配慮し、持続可能な社会の実現に寄与することが必要である。 

景観に配慮した設計においては、地域住民や有識者等の意見を踏まえ、設計条件に従って整備対

象施設の機能性、安全性、施工性、維持管理等を考慮し、総合的な検討を行う。検討に当たっては、

設計条件としての規模・配置・形、色彩、肌理（きめ）、素材等の十分な検討を行うとともに、当該

施設だけでなく、周辺景観も考慮することが必要である。 

河川に設ける工作物である頭首工は、その位置や形式などについては河川法に基づく「河川管理

施設等構造令」に従って設計されるが、施設全体の色彩、ゲート及びゲート巻上機、建屋の形状・

色彩、管理橋の色彩、高欄の形状などの景観配慮対策の検討が必要である。それに加えて、河川区

域内には遮蔽物が少ないことから、近隣の橋梁、河川堤防上の道路及び高水敷の遊歩道がある場合

などは、それぞれから頭首工が視認しやすくなるため、適切な景観配慮対策を検討することが必要

である。 

また、河川は、森林及び農地、都市等を連続した空間として結びつける、国土の生態系ネットワ

ークの重要な基軸であり、流域の中にまとまった自然環境を保持している貴重な空間である。この

ため、頭首工の設計においては、魚類を中心とした豊かな生物多様性の維持を念頭におき、生物の

移動経路の確保や良好な生育・生息環境の確保に配慮することが重要である。魚類を対象とした環

境配慮については、19 章 魚道の設計を参照されたい。 

なお、環境との調和に配慮した設計の流れを図-3.2-1 に示す。詳細な検討方法や事例について

は、『環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画・設計の技術指針』、『農業農村整備事業

における景観配慮の技術指針』等を参照されたい。 

周辺の里山景観との調和に配慮したゲート機械室  周辺住宅の建築様式と調和した管理棟 

写真-3.2-1 景観に配慮した頭首工の例 
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図-3.2-1環境との調和に配慮した設計の流れ 

環境との調和に配慮した頭首工の設計
[設計基準の柔軟な適用・創意工夫による設計］

①生物（魚類等）の生息・生育環境

②構造物としての基本条件

③環境に配慮した資機材の採用

④その他

【基本的検討事項】 【主な検討内容】

〇生物の生息・生育に適した水深・流速等

〇産卵・採餌・休息場所等

〇安全性　　　　〇維持管理性

〇経済性

〇自然材料の活用　　〇建設副産物の活用

〇施工時の騒音・振動対策、水質保全

〇景観　　　〇親水性

〇多面的機能

意見

説明

〇生物の生息・生育環境の確保
・保全対象種

〇経済性
・工事費、維持管理費
・用地条件

〇維持管理作業性
・塵芥物の除去
・排砂　等

〇自然材料等の活用

地域住民・
有識者等の合意形成

①自然環境

　〇気象、地形、地質、水環境

　〇生態系　等

②生活環境

　〇地域指定（公園、条例指定地域等）

　〇歴史、文化財等

③生産環境

　〇維持管理状況

　〇水管理　等

④法令、条例等

調査・計画

施工

維持管理

地域住民等の意向

意向反映
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